
RICOH Pro導入が、印刷品質にこだわる 
小ロット、多品種提案を可能に。

解決課題

カラーマッチングの精度が向上し、 
納期やロットに最適な印刷提案が可能に

オフセット印刷とPODの仕上がり差を 
なくし、ロットに適した印刷をしたい

デザインの増加にPODで対応し、 
コストダウンと売上向上を達成年賀状印刷の品揃えを強化したい

教材などの小ロット冊子印刷を中心に 
大学からの受注が増加大学への営業拡大を図りたい

【印刷・出版業】

能登印刷株式会社

RICOH Pro Case Study【お客様ご活用事例】
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リフォーム物件見学会のDM

カラー年賀状

大学発行の小ロット冊子



石川県には10以上の大学が集積する。
人口46万人の金沢市は地方都市として
は稀な存在であり、日本有数の学術都市
といえる。能登印刷は地域特性に注目し、
大学に対し出力業務のアウトソーシング
を提案。印刷物を中心に受注が拡大して
いる。
「金沢大学を筆頭に多くの大学が集

中しています。講義で使用する教 材や
学生の卒業論文集など、100から150

ページで300部程度という冊子の需要に、私たちのPOD（Print On 
Demand）提案が受け入れられています」と、製作部の小西淳也部長
は語る。能登印刷では研究室向けのウェブサイト制作も提案しており、
これらも大学からの評価につながっているようだ。

能登印刷のオンデマンド印刷システム導入は1999年、モノクロ機
でスタートした。数年後にはカラー機も導入。いずれも営業部に設置
され、PODの可能性を探る試験的な意味合いが強かったという。
「PODによる小ロットや多品種の印刷を模索していました。実際の

印刷経験を積み、品質や生産性を把握し、ハガキ、DM、一枚物のカ
ラーなどの印刷に使用していました。その後システムを製作部管轄と
し、データ作成から印刷まで一元管理することで生産性を求めるとこ
ろまできました。問題は、カラー品質の不安定さで、朝、昼、夕方で大
きく色が異なり、業務に支障が出ることも。キャリブレーションの回数
も増え、色管理が生産性の課題になってきました」

周辺の大学に対し、 
出力業務のアウトソーシングを提案

既存設備の不安定なカラー再現により 
生産性が低下

能登印刷は1913年に金沢市で創業。新井白石が『加賀は天下の
書府なり』とよんだ金沢は多くの文学者や芸術家を輩出し、書籍出版
の歴史も古い。地域の潜在的なニーズを受け1976年に出版分野へ
進出し、金沢から地域文化を発信する情報誌などを発行する。印刷業
では早くからDTPを手がけ、先駆けてオンデマンド印刷システムも導
入している。能登印刷は100周年という大きな節目を通過し、コーポ
レート・ミッションである『創る力と、伝える技術』を進展させ、より質
の高い商品とサービスを提供。グループの企画提案力、生産技術、編
集・出版活動、クロスメディア、これらのパワーを融合させたコミュニ
ケーション・テクノロジーで情報化社会への貢献を目指している。

百年企業として、コミュニケーション・
テクノロジーで情報化社会に貢献

能登印刷のハイ・ファイン印刷は、FMスクリーンとカラーマネジメ
ントをベースにした独自の高精細印刷ブランド。より美しい鮮やかな
印刷へのこだわりは、全社員共通の思いだという。
「印刷のカラーは、ぶれる部分が出るものです。モニターや出力機器

などを管理し、カラーを科学的にとらえ数値化することで、能登印刷の
基準となるものをつくらねばと思いました。カラーのベースがあってこ
そ、磨いた感性を活かすレベルの高い印刷ができるのだと信じていま
す」代表取締役、能登健太朗社長はカラーマネジメントには自信があ
ると語る。能登印刷は2010年、印刷品質の安定と生産性向上を目指
すツールである「Japan Color標準印刷認証」を取得。さらに2013
年には、取得が難しいとされる「Japan Colorマッチング認証」を取得
している。

独自のハイ・ファイン印刷技術をベースに、 
Japan Color認証を取得

製作部 部長　小西 淳也 氏

RICOH Proの印刷品質とカラーマッチングによって 
オフセットかPODかを営業判断で決め、提案できます。

背景と経緯

　「 判 断 基 準 は 、印 刷 部 数 で す 」

 お客様の情報価値を最大限に高める存在に

 オフセット印刷とPODの仕上がり差をなくし、
 ロットに適した印刷をしたい

 大学への営業拡大を図りたい

年賀状印刷の品揃えを強化したい

解 決

 カラーマッチングの精度が向上し、
 納期やロットに最適な印刷提案が可能に

 教材などの小ロット冊子印刷を中心に
 大学からの受注が増加

 デザインの増加にPODで対応し、
 コストダウンと売上向上を達成

代表取締役社長　能登 健太朗 氏



「大学への提案を強化する中、教材を中心に小ロット冊子の受注が増
えていきました。資料がMicrosoft Officeなどのデータでも、RICOH 
Proで印刷しています。これらの実績が評価され、環境報告書や研究
発表資料といった200から300ページの冊子を依頼されるようになっ
てきました。いずれも100部未満ですからPODに適しており、お客様か

新機種導入に対する各社からの提案は甲乙つけ難かったという。最
終的には文字の鮮明さと、リコーの「一緒に成長しましょう」という企
業姿勢を評価し、RICOH Proの導入を決定する。
「RICOH Proに変わったことで、当社が重視しているカラーマッチ

ングの精度が向上しました。印刷提案は仕上がりの品質を気にするこ
となく、必要な部数によってオフセット印刷になるかPODになるかの
違いにまでなりました」

不動産会社の案件では、エ
リアマーケティングを活かした
ティザー DMをPODで制作し、
リフォーム直後の物件を公開す
る見学会を告知している。A4
にカラー印刷してメール便で発
送。エリアが限定されるため、 
1物件に対して300から500部
におさまるという。毎週のように
案件があり、常に短納期を求め
られるが、RICOH Proでスムー
ズに対応。不動産会社の営業担
当者からは検討されるお客様が
増えたと高評価をもらっている。

グループ会社が発行している『はっぴーママ石川版』は子育てファミ
リー層に人気のタウン情報誌だ。誌面に登場する子供たちを毎回オー
ディションで決めている。

PODに切替え絵柄を増やすことで、 
コストを抑制しながら売上向上

子育て情報誌『はっぴーママ石川版』を、 
わが子のオリジナル表紙で販売

RICOH Proによりカラーマッチングの精度が 
向上し、ロット数に適した印刷が可能

教材などPODによる小ロット冊子印刷が 
評価され、大学からの受注が増加

製作部 DTP3課 課長
山崎 剛 氏

オリジナル版の
 「はっぴーママ」とクリアホルダー

大学発行の小ロット冊子
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2014 年　城下町金沢 街づくりワークショップ 実行委員会

城下町金沢
街づくりワークショップ 報告書

─歴史都市の価値向上をめざして─
居住性、持続可能性、歴史的継承性

ものづくりの未来

発見！体験！先端研究

パネル集・報告書

─生命の進化をたどって─

平成26年2月　理工未来大学

画／西野健太郎

HAPPY NEW YEAR 2014
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

〒920‐0855　金沢市武蔵町7-10
電話（076）233‐2550

門　松　太　郎

画／大下百華
HAPPY New YeAR 2014本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

〒920‐0855　金沢市武蔵町7-10
電話（076）233‐2550門　松　太　郎

印刷品質を重視する能登印刷は、年賀
状印刷にも特長がある。25年以上も前か
ら、郷土の作家シリーズとして作家の作
品を活かした年賀状を販売している。当
初は、作品をできる限り忠実に再現する
ためにオフセット印刷でベースとなる絵柄
の部分をあらかじめ印刷。その後、お客様
ごとに挨拶文や差出人・住所をレイアウ
トし、必要枚数分印刷するスタイルだった
という。「RICOH Proが導入されて、なに

よりその印刷品質が年賀状印刷にとって非
常にありがたかった。オフセット印刷と同等の
品質で、作家さんからも満足いただいていま
す。年賀状印刷すべてをPODで行うことで、
オフセットのベース印刷をし、ベースの在庫を
持たなくなったことで、絵柄の種類も2倍に増
やせました」製作部DTP3課の山崎剛課長は
RICOH Proの導入を機に、年賀状印刷の抜
本的な見直しができたと語る。

お 子さんの写 真を表 紙
にしたオリジナルの『はっ
ぴーママ石川版』とクリア
ホルダーをPODで制作し
て販売しています。話題づ
くりと販売促進への効果
に期待しています」小西部
長は、今後もいろいろな企
画にトライしたいと語る。

「表紙や中面には、読者の子供たちに登場いただいています。撮影
会には毎回200組近く応募いただき、オーディションを実施。実際の
誌面に採用される方は限られてしまいますが、参加者全員を対象に、

ら増刷を求められれば、数
カ月後でも迅速に対応しま
す」金沢での大学への提案
が実を結び、関西の大学か
らも受注が増加していると
いう。小西部長は、大学や
研究室への実績がつながり
を産んで、紹介いただいて
いることも大きいと語る。

カラー年賀状
（郷土の作家シリーズ）

リフォーム後の物件を見学できる案内DMに 
PODが貢献

Vol.32【印刷・出版業】能登印刷株式会社

導入の効果

「印刷業として、より美しく鮮やかな印刷こそ、能登印刷らしさです。情
報が多様化し増大する中、いかに魅力的な情報コンテンツを提供できる
かが、次の100年に向けて能登印刷の進むべき道だと考えています。印
刷、編集、企画、Web、マーケティングの経験と技術を駆使し、お客様の
課題解決に役立つ企業を目指します」能登社長は、力強く語ってくれた。

今後の展望

　「 判 断 基 準 は 、印 刷 部 数 で す 」

情報発信力を強化し、次の100年を目指す

●●不動産の「新築サプライズ」

総実績数
棟達成！年連続

住宅リフォーム事業
全国売り上げランキング8 No.1!85,000

お問い合わせ

昭和初期の建物が大変身！
新築サプライズのアンコール見学会

12月8日日
会場／金沢市武蔵町
時間／10時〜16時

◎	リビングの中心に囲炉裏を設け、アウトドア感覚で楽しめるようにしました。
◎	「食べる＆くつろぐ」という家族のシーンをワンルームにして、明るさや通風
の面でも快適性を向上させました。

新築
サプライズ

※写真はイメージです

※平成 18年〜 25年「●●●新聞」調べ。「新築サプライズ」と「●●●不動産」の合計

新築リフォームの技術で生
まれ変わった変身後をぜひ
ご体感下さい。
※画像はイメージで実際の施工現場とは異なります。

●●不動産の
「新築サプライズ」安心メリット
地 震

対 策

住みながら

工 事
完 全
定 額 制

安 心
サポート

建物診断・耐震診断
無 料 受 付 中! !

新築サプライズ	金沢営業所
〒000-0000	金沢市武蔵町1-2-3	理工ビル4階 0120-123-456●●不動産

携帯サイトで簡単 資料請求!!
新築サプライズ 検索www.aaaaaaaa.com

●●不動産が日本で初めて開発した「一棟まるごと再生」は、まだ使える
ご自宅の基礎や柱を活かすことで、新築への建て替えや部分リフォーム
よりも優れたメリットを実現しています。

リフォーム物件見学会のDM
（A3 2面付 両面印刷）

● 松坂屋● 松坂屋

● ホテルグレイスリー銀座● ホテルグレイスリー銀座

● ヤマハホール● ヤマハホール
銀
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首都高速道路首都高速道路
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銀
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料 金 後 納
郵 便

【差出人・返送先】
ゆうメール

現地受付時間	10:00〜16:00まで
11月30日 ・12月1日

建物診断・耐震診断
無料受付中!!

建築業許可　国土交通大臣（特-00）第0000号

●●不動産

0120-123-456
電話受付時間／ 9：00 ～ 18 :00

新築サプライズ	金沢営業所
〒000-0000	金沢市武蔵町1-2-3	理工ビル4階

詳しい情報、ホームページは 新築サプライズ 検索

●●不動産の
「新築サプライズ」 090-123-5678（担当／●●）

会場／金沢市武蔵町完成現場見学会
周辺詳細図

現地

土 日



0120-892-111

http://www.ricoh.co.jp/pp/pod/
リコー製品に関するお問い合わせは下記のダイヤルで承っております。

イチ イチ イチ

●お問い合わせ・ご用命は・・・

1405S-1602＜34211659＞3/PこのカタログはRICOH Pro Cシリーズで印刷しています。 このカタログの記載内容は、2016年2月現在のものです。

リコーテクニカルコールセンター

●受付時間：平日（月～金）９時～17時（祝祭日、弊社休業日を除く）

※お問い合わせの内容は対応状況の確認と対応品質の向上のため、録音・記録をさせていただいております。 

※受付時間を含め、記載のサービス内容は予告無く変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

http://www.ricoh.co.jp/contact/
■リコーにご提供いただいたお客様の個人情報の取り扱い方針については、当社ホームページでご確認いただけます。

「年賀状印刷では、絵柄だけでな
く宛名印刷も行っており、年々利用
者が増えてきています。得意先企業
から数千枚という依頼もあります。
RICOH Proを使うようになって、墨
文字はくっきり美しく印刷され、得意
先から喜ばれています」名刺印刷と
年賀状、チケットなどのバリアブル印
刷のデータづくりに携わっている、製

作部DTP1課システムチームの吉野真由美リーダーは、Fieryの
FreeFormTMを使って一度に印刷できるため、納期短縮につな
がったと語る。

製作部DTP2課WIN製版チーム
の岡山圭リーダーは、Microsoft®

O f f i c eのデータを扱うチームを
取り仕 切っている。「PDF - X /1a
やAdobe® PDF Print Engine

（APPE）に対応しているため、PDF
のデータ印刷がスムーズになりまし
た。RICOH Pro導入後はPODの印
刷品質が格段に向上した実感があ

全体の濃淡など、RICOH Pro側の設定により 
製作時間を短縮

製作部 DTP1課 
システムチームリーダー 

吉野 真由美 氏 用紙データベースには、用紙種類
や用紙厚などの設定が、銘柄ごとに
登録できる。転写条件や定着条件な
ど、その用紙に適した印刷条件もシ
ンプルな操作で設定できる。
「オフセット印刷用の用紙をPOD

でも使いたいというリクエストが営
業から多く寄せられます。オペレー
ターとしては、多様な用紙への対応

力とともに、統合用紙システムの用紙データベースが非常に便利
です。また想像以上に助かっているのが＠Remote（アットリモー
ト）の仕組みです。トナーがなくなった際に自動で連絡して届けて
くれますし、万が一のトラブル時にも自動通報ですぐにメンテナ
ンスが駆けつけてくれます」製作部DTP3課PODチームの古軸
美香氏は、さらに営業部門の要求に応えていきたいと語る。

用紙への柔軟な対応力とともに、 
用紙のデータベースシステムが便利

製作部 DTP3課 PODチーム
古軸 美香 氏

ります。チームでは、Microsoft® Officeのデータを印刷に適し
たデータに作り替える業務が中心です。Japan Colorに合わせ、
RGBをCMYKに変換。得意先のリクエストによりデータに手を
加えPDFにして印刷へ送ります。一点ずつ画像調整ができない
場合は、オペレーターに依頼しRICOH Pro側で全体の濃淡調
整を行ってもらうことも。製作時間を大幅に短縮でき、助かって
います」

バリアブル印刷での作業効率向上を実感

RICOH Pro導入後、カラー品質の向上と同時に出力待ちもなくなりました。

【 現場から見た RICOH Pro 】

■主なお得意先（順不同、敬称略）
各政官庁、各種団体、大学、研究機関、病院、医療関係、 
不動産、大手企業、美術関係

■主な印刷物/事業
年賀状、名刺、DM、企業周年史、教材、研究発表資料、 
卒業論文、報告書など
一般印刷、ハイ・ファイン印刷、オンデマンド印刷、自動 
組版、編集・出版、ソフトサービス、オリジナル商品

■ホームページ
www.notoinsatu.co.jp

■商　　号 能登印刷株式会社
■本　　社 〒920-0855　金沢市武蔵町7番10号
 メディア事業部 
 〒924-0013　白山市番匠町293番地
■資 本 金 7,800万円
■創　　業 1913年（大正2年）
■従業員数 144名（グループ全体）
■設　　備 RICOH Pro C901S　2台

製作部 DTP2課
WIN製版チームリーダー

岡山 圭 氏

※ Japan Color は、一般社団法人日本印刷学会と一般社団法人日本印刷産業機械工業会の登録商標です。
※ Fiery および FreeForm は、Electronics for Imaging, Inc. の商標です。
※ Microsoft は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※ Adobe PDF Print Engine および Adobe PDF は、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。
※ その他、記載の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。


